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２　金融実態調査結果
３　高原一郎氏が中小企業庁長官に就任、増子

輝彦経済産業副大臣と懇談、加藤洋一中部
経済産業局長が来会

４　青年部主張発表県大会、女性部「ふるさと
小包グランプリ事業」

５　経営支援シリーズ⑤、チャレンジマイスタ－
事業、青年部「クリ－ンアップ全国大会」

６　地域資源活用や農商工連携による中小企業
等の取組み支援策

７　富山県（地域別）最低賃金が引上げで結審、
創業塾（南砺市・小矢部市・射水市）

８　お知らせ、イベント

先
日
、
防
火
管

理
講
習
を
受
講

し
た
。
火
災
の
発
生
を
未

然
に
防
止
し
、
か
つ
万
一
火
災
が

発
生
し
た
場
合
で
も
そ
の
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
必
要

な
対
策
を
樹
立
し
、
実
践
す
る
こ

と
を
防
火
管
理
と
い
い
、
消
防
法

で
は
、
あ
る
一
定
以
上
の
収
容
人

員
を
有
す
る
事
業
所
等
に
お
い
て

は
、
防
火
管
理
の
責
任
者
で
あ
る

防
火
管
理
者
を
選
任
す
る
必
要
が

あ
る
。
防
火
管
理
者
は
、
防
火
管

理
に
係
る
消
防
計
画
の
作
成
、
消

防
計
画
に
基
づ
く
訓
練
の
実
施
や

消
防
設
備
等
の
点
検
な
ど
防
火
管

理
上
必
要
な
業
務
が
仕
事
と
な
る

▼
企
業
に
お
い
て
は
、
防
火
管
理

だ
け
で
は
な
く
自
然
災
害
等
の
緊

急
事
態
に
遭
っ
て
も
、
事
業
資
産

の
損
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
い

ち
早
く
事
業
を
復
旧
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
平
常
時
に
行
う
べ
き

活
動
や
緊
急
時
に
お
け
る
事
業
継

続
の
た
め
の
方
法
な
ど
を
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
と
し
て
策
定

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

企
業
の
社
会
的
責
任
と
し
て
も
、

危
機
管
理
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い

る
。
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商
工
会
五
十
年
の
経
営
支
援
活
動

　

商
工
会
法（
商
工
会
の
組
織
等
に
関

す
る
法
律
）が
昭
和
三
十
五
年
六
月
十

日
に
施
行
さ
れ
、
本
年
度
が
五
十
周

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
。

　

半
世
紀
の
商
工
会
の
歴
史
を
回

顧
し
て
み
る
と
、
本
県
で
は
法
律

が
施
行
さ
れ
た
昭
和
三
十
五
年
度

に
二
十
四
商
工
会
が
設
立
さ
れ
、

四
十
八
年
に
は
県
内
全
町
村
に
設
立

さ
れ
三
十
二
商
工
会
と
な
っ
た
。

　

当
時
、
小
規
模
零
細
企
業
に
対
す

る
施
策
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
基
本

的
な
目
的
と
し
て
商
工
会
法
が
制
定

さ
れ
た
。
商
工
会
は
爾
来
、
地
区
内

小
規
模
事
業
者
の
経
営
改
善
普
及
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
商
工
業
者

数
は
昭
和
六
十
年
の
二
三 

三
〇
〇
を

ピ
ー
ク
と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
に

は
一
九 

一
四
七
と
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。

　

経
営
指
導
員
に
よ
る
相
談
指
導
件

数
も
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
昭
和

五
十
三
年
度
で
経
営
指
導
員
一
人
あ

た
り
一 

二
二
〇
件
と
い
う
実
績
件
数

で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
指
導
件
数

が
徐
々
に
減
少
し
て
、
平
成
二
十
年

度
で
は
六
二
八
件
と
ピ
ー
ク
時
の
半

分
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、

高
度
化
・
多
様
化
す
る
会
員
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
経
営
指
導
員
の

資
質
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
と
合
わ

せ
て
、
二
十
一
年
度
に
は
商
工
会
組

織
強
化
活
動
推
進
本
部
を
設
置
し
て

巡
回
指
導
の
徹
底
を
図
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
、
二
十
一
年
度
の
指

導
件
数
は
七
二
四
件
と
前
年
度
よ
り

九
六
件
増
加
し
た
。

　

本
年
、
法
施
行
五
十
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
全
国
の
商
工
会
で
は

原
点
に
立
ち
返
り
、
会
員
と
の
絆
を

深
め
、
企
業
の
繁
栄
の
た
め
の
経
営

支
援
や
地
域
経
済
活
性
化
に
真
に
貢

献
出
来
る
体
制
を
再
構
築
し
て
い
く

こ
と
と
し
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

し
て
「
商
工
会
は
行
き
ま
す　

聞
き

ま
す　

提
案
し
ま
す 

～ 

会
員
満
足

向
上
運
動 

～ 

」
を
掲
げ
積
極
的
な

事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。
本
県
に
お
い
て
も
、
同
様
な

取
り
組
み
を
行
う
と
共
に
、
十
月
五

日
の
記
念
式
典
に
お
い
て
、
全
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
商
工
会
組
織
強
化

活
動
を
図
る
こ
と
を
決
議
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
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●
十
～
十
二
月

の
資
金
繰
り
改

善
予
測

　

本
年
十
～

十
二
月
の
資

金
繰
り
は
、
前

回
調
査
に
比
べ

一
三・
三
ポ
イ
ン

ト
の
改
善
を
予

想
し
て
い
る
が

「
売
上
高
予
定
額

未
達
」「
売
上

利
益
予
定
額
未

達
」
を
理
由
に

三
九・
五
％
の
企

業
が
苦
し
く
な

る
と
回
答
し
て

い
る
。

　

借
入
を
考
え
る
場
合
、

懸
念
さ
れ
る
こ
と
と
し

て
「
借
入
後
の
返
済
力
」

「
業
況
の
先
行
き
見
通
し

難
」が
上
位
を
占
め
る
が
、

前
回
調
査
と
比
較
し
「
信

用
保
証
協
会
の
付
保
」「
金

融
機
関
の
対
応
」「
後
継

者
難
」
の
割
合
が
大
き

く
増
加
し
た
こ
と
が
特

徴
的
で
あ
る
。

【
主
な
調
査
結
果
】

●
黒
字
企
業
が
前
年
比
七・三
ポ
イ

ン
ト
増
加

　

回
答
企
業
の
営
業
状
況
は
、
売

上
高
の
増
加
企
業
が
一
年
前
の
前

回
調
査
よ
り
二・
七
ポ
イ
ン
ト
増

加
の
二
七・二
％
、
調
査
時
点
（
七

月
一
日
）
の
採
算
状

況
は
黒
字
企
業
が

七・
三
ポ
イ
ン
ト
増

加
の
二
七・
三
％
と

な
り
、
一
部
に
業
績

の
改
善
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
前
回
調

査
と
比
較
し
た
採
算

状
況
で
は
「
好
転
」

が
五・
一
ポ
イ
ン
ト

増
加
の
一
一・
七
％
、

「
悪
化
」
が
一
三・
三

ポ
イ
ン
ト
低
下
の

四
三・
七
％
と
な
っ

て
い
る
。

●
金
融
円
滑
化
法
の
施
行
も
あ

り
条
件
変
更
の
難
易
度
が
低
下

し
て
い
る

　

資
金
調
達
に
あ
た
り
、
貸
し

渋
り
が
「
あ
る
」
と
答
え
た
企

業
は
、
二
五・
六
％
と
前
回
調

査
よ
り
二・
九
ポ
イ
ン
ト
低
下

し
、
そ
の
要
因

と
し
て
は
「
金

額
査
定
減
」
が

大
き
い
。

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

借入返済の条件変更

20年度

21年度

22年度

20年度

21年度

22年度

条件変更の難易度

希望する 21.8％ 希望しない 74.4％ 無回答 3.7％

希望する 25.4％ 希望しない 71.9％ 無回答 2.7％

希望する 23.2％ 希望しない 74.9％

容易である 3.4％ 無回答 5.7％

容易である 6.7％ 無回答 10.7％

容易である 7.9％ 無回答 4.4％

交渉次第で何とかなる 42.3％ 難しい 48.6％

交渉次第で何とかなる 49.6％ 難しい 33.0％

交渉次第で何とかなる 61.6％ 難しい 26.1％

無回答 1.9％

　

借
入
返
済
の
条
件
変
更
を
「
希

望
す
る
」
企
業
は
前
回
よ
り
二・二

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
が
、
三
年
連

続
し
て
二
〇
％
台
の
水
準
に
あ
り
、

売
上
高
の
減
少
や
借
入
返
済
額
過

重
等
を
理
由
と
し
て
、
返
済
期
間

延
長
や
元
金
返
済
の
一
時
猶
予
等

の
返
済
負
担
軽
減
を
希
望
し
て
い

る
。
条
件
変
更
の
難
易
度
に
つ
い

て
は
「
容
易
で
あ
る
」「
交
渉
次
第

で
何
と
か
な
る
」
が
一
三・二
ポ
イ

ン
ト
増
加
の
六
九・
五
％

と
な
り
、「
金
融
円
滑
化

法
」
施
行
に
よ
る
金
融

機
関
の
積
極
的
な
対
応

も
あ
り
容
易
に
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

借入を考える場合の懸念事項

業況の
先行き
見通し難

借入後の
返済力

不動産
担保余力

連帯
保証人

金融機関
の対応

信用保証
協会の
付保

後継者
難

68.8％
65.2％

2.3％

68.8％ 65.9％
65.2％

3.2％
2.0％
2.5％
7.9％

8.9％
8.3％
14.0％
16.7％

28.4％

5.0％ 5.4％
2.3％

8.6％
11.8％

38.5％

97.5％
100

80

60

40

20

0

73.4％

81.7％

20年度 21年度 22年度

0 20 40 60 80 100

20年度

21年度

22年度

無回答
1.8％

わからない
14.1％

大変苦しくなる 8.8％ 楽になる 0.8％

苦しくなる 40.5％ 変わらない 33.8％

本年10～12月の資金繰り予測

無回答
1.7％

わからない
15.1％

大変苦しくなる 11.6％ 楽になる 0.8％

苦しくなる 41.2％ 変わらない 29.7％

無回答
1.6％

わからない
16.5％

大変苦しくなる 7.2％ 楽になる 3.7％

苦しくなる 32.3％ 変わらない 38.7％

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
中
小
企
業
金
融
実
態

調
査
を
ま
と
め
た
。
調
査
は
商
工
会
地
区
の
会
員
事
業
所
を
対
象
に

実
施
し
、
一
、〇
五
五
社
よ
り
回
答
が
あ
っ
た
。

　

調
査
で
は
、
売
上
高
の
増
加
企
業
の
割
合
及
び
採
算
面
の
黒
字
企

業
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

金
融
実
態
調
査
結
果

0 20 40 60 80 100
調査時点（7月1日）の採算状況

20年度

21年度

22年度

無回答
1.1％

無回答
1.5％

無回答
1.0％黒字 27.3％ 収支とんとん 38.6％ 赤字 33.1％

黒字 20.0％ 収支とんとん 39.9％ 赤字 38.6％

黒字 23.3％ 収支とんとん 42.8％ 赤字 32.8％

「貸し渋り」の内容

金額
査定減

追加融資
不可

既往貸付
の回収

金利の
上乗せ

担保・保証人
の強化

保証協会
の付保

審査期間の長期化
審査資料の増加

39.7％

41.2％
36.1％

14.7％

16.2％
8.2％

22.9％

24.3％

31.4％
38.2％

33.0％

25.0％
23.7％
25.7％

67.1％

19.1％
13.4％

14.4％

47.4％

81.4％

54.3％

20年度
21年度
22年度

0 20 40 60 80

一
部
に
業
績
の
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
る

詳細については、HP（http://www.shokoren-toyama.or.jp）に掲載。

一
部
に
業
績
の
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
る
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元
富
山
県
商
工
労
働
部
長
の

 
高
原
一
郎
氏
が

　

中
小
企
業
庁
長
官
に
就
任

　

平
成
八
年
七
月
に
富
山
県
の
理

事
・
企
画
部
次
長
と
し
て
着
任
、

九
年
十
月
か
ら
十
一
年
三
月
ま
で

の
約
一
年
半
、
商
工
労
働
部
長
と

し
て
本
県
の
商
工
業
発

展
の
た
め
尽
力
さ
れ
た

高
原
一
郎
氏
が
本
年
七

月
三
十
日
付
け
で
中
小

企
業
庁
長
官
に
就
任
さ

れ
た
。

　

八
月
三
日
に
石
澤
義

文
全
国
連
会
長
と
岩
村

菖
堂
全
国
連
顧
問
（
新

潟
県
連
会
長
）
が
中
小

企
業
庁
に
高
原
長
官
と

徳
増
有
治
経
営
支
援
部

長
を
訪
ね
、
お
祝
い
を

述
べ
る
と
共
に
、
今
後

の
景
気
対
策
や
中
小
・

小
規
模
企
業
へ
の
支
援

等
に
つ
い
て
懇
談
を

行
っ
た
。　
　

　

特
に
高
原
長
官
と
石

澤
会
長
と
は
、
富
山
県

で
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
長

官
在
任
中
に
是
非
、
富
山
県
に
来

て
い
た
だ
き
た
い
と
要
請
し
た
。高原一郎長官（右）と懇談する、左から、石澤会長、岩村新潟県連会長

加
藤
洋
一
中
部
経
済
産
業
局
長
が
来
会

　

八
月
二
十
三
日
、
加
藤
洋
一

中
部
経
済
産
業
局
長
が
、
就
任

あ
い
さ
つ
の
た
め
県
商
工
会
連

合
会
を
訪
れ
、
景
況
や
中
小
企

業
の
現
状
等
に
つ
い
て
懇
談
を

行
っ
た
。

　

懇
談
の
中
で
山
本
専
務
理
事
は

「
政
府
の
緊
急
経
済
対
策
効
果
な

ど
も
あ
り
、
中
小
・
小
規
模
企
業

で
は
受
注
自
体
は
あ
る
が
、
そ
の

受
注
単
価
が
下
が
る
な
ど
収
益
力

は
低
下
し
て
お
り
消
費
も
伸
び
て

い
な
い
。
医
薬
品
関
係
な
ど
一
部

業
種
は
好
調
で
あ
る
が
、
全
体
的

に
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

特
に
商
工
会
地
区
は
建
設
関
連
業

種
の
割
合
が
高
く
深
刻
で
あ
る
。

引
き
続
き
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
要
望
し
た
。

　

加
藤
局
長
は
「
富
山
に
は
、
機

械
や
金
属
加
工
、
薬
業
な
ど
独
自

の
も
の
づ
く
り
技
術
も
あ
る
。
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
施

策
を
実
行
し
て
い
き
た
い
」
と
答

え
た
。

増
子
輝
彦
経
済
産
業

副
大
臣
と
懇
談

　

八
月
三
日
、
全
国
商
工
会
連

合
会
の
石
澤
会
長
と
寺
田
専
務

理
事
が
増
子
輝
彦
経
済
産
業
副

大
臣
を
訪
ね
、
来
年
度
予
算
な

ど
に
関
し
て
懇
談
を
行
っ
た
。

　

石
澤
会
長
は
、
特
産
品
の
市

場
化
支
援
の
た
め
の
消
費
者
動

向
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
や

優
良
な
経
営
指
導
員
の
資
質
向

上
策
、
さ
ら
に
は
緊
急
雇
用
対

策
の
一
層
の
施
策
拡
充
の
必
要

性
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

ま
た
、
増
子
副
大
臣
か
ら
は

地
域
の
有
益
な
経
営
資
源
を
ど

の
よ
う
に
活
か
す
か
が
重
要
で

あ
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
商

工
会
同
士
の
合
併
の
進
捗
状
況

等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

増子経済産業副大臣と懇談する石澤会長
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全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
が
実
施
す
る
「
商
工
会
女
性
部
ふ
る

さ
と
小
包
グ
ラ
ン
プ
リ
事
業
」の
富
山
県
代
表
に
富
山
市
南
、入
善
町
、

富
山
市
八
尾
山
田
の
三
商
工
会
女
性
部
が
選
ば
れ
、
応
募
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
「
商
工
会
女
性
部
ふ
る
さ
と
小
包

グ
ラ
ン
プ
リ
事
業
」
は
、
地
域
産

品
を
利
用
し
た
「
小
包
」
を
女
性

部
が
企
画
製
作
し
応
募
す
る
こ
と

で
、
全
国
に
向
け
て
地
域
産
品
を

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
各
女
性
部

が
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

●
富
山
市
南
商
工
会
女
性
部

テ
ー
マ

「
み
な
み
か
ぜ
の
お
も
て
な
し
」

コ
ン
セ
プ
ト

　

お
菓
子
や
昆
布
じ
め
を
食
べ
な

が
ら
お
茶
は
い
か
が
…
飛
騨
と
越

中
の
国
境
、
細
入
の
山
菜
の
取
れ

た
て
を
昆
布
じ
め
に
。
万
葉
の
里

う
さ
か
は
、
栗
餡
入
り
ミ
ル
ク
風

味
カ
ス
テ
ラ
の
ホ
イ
ル
焼
き
。
大

山
地
区
で
作
ら
れ
た
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

を
使
っ
た
お
茶
・
せ
ん
べ
い
。

●
入
善
町
商
工
会
女
性
部

テ
ー
マ

「
入
善
を
食
べ
て
み
ん
し
ゃ
い
」

コ
ン
セ
プ
ト

　

町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
水

キ
ラ
キ
ラ
、
町
い
き
い
き
入
善
」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
豊
か
な
土

壌
で
出
来
た
入
善
米
を
炊
い
た
も

の
や
お
餅
、
こ
の
上
な
い
幸
せ
な

ひ
と
と
き
を
、
あ
な
た
の
お
口
に

届
け
ま
す
。

●
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
女
性
部

テ
ー
マ

「
お
料
理
名
人
」　

コ
ン
セ
プ
ト

　

お
袋
の
味
に
欠
か
せ
な
い
味
噌

と
醤
油
。
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
に
び
っ

く
り
す
る
く
ら
い
合
う
柿
酢
ソ
ー

ス
。
八
尾
と
山
田
そ
れ
ぞ
れ
の
調

味
料
の
特
産
を
セ
ッ
ト
に
し
て
み

ま
し
た
。

富
山
県
代
表
に

三
商
工
会
女
性
部
が
決
定
！

【事業内容】
システム開発受託、保守および運用支援
コンピューターおよび周辺機器の販売・保守
システム導入・利用のコンサルティング　等

コスト削減に直結するサービスもご提供致します。
3次元模型製作・バッテリー再生・消耗品販売・ＯＡ機器販売、修理

弊社営業スタッフにお気軽にお問い合わせ下さい。

株式会社 ダイアレクティック
富山本社：富山県富山市上袋221-1
　　　　　TEL076(493)7201
　　　　　FAX076(491)6473

Dialectic

グランプリ
ふるさと小包

事業

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
大
会

沖
田
孝
之
さ
ん
（
庄
川
町
）

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
出
場
決
ま
る
！

　

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県

大
会
が
、
八
月
二
十
三
日
に
富

山
市
の
と
や
ま
自
遊
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
呉
東
、
呉
西

の
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
選
ば
れ

た
七
名
の
代
表
者
が
、
日
頃
の

青
年
部
活
動
や
地
域
振
興
・
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
発
表

を
行
い
、
庄
川
町
商
工
会
青
年

部
の
沖
田
孝
之
さ
ん
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。

　

沖
田
さ
ん
は
「
異
業
種
の
若

手
経
営
者
・
後
継
者
が
集
ま
る

青
年
部
。
そ
の
活
動
の
中
で
部

員
同
士
が
商
売
に
つ
い
て
議
論

を
交
わ
す
グ
ル
ー
プ
討
論
等
は

経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上
に

繋
が
り
、
人
と
し
て
も
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
発
表
。

十
月
十
五
日
に
愛
知
県
で
開
催

さ
れ
る
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

出
場
す
る
。

　

な
お
、
県
大
会
の
結
果
は
次

の
と
お
り
。

○
最
優
秀
賞　

沖
田
孝
之
（
庄

川
町
）

○
優
秀
賞　

浅
井
伸
二
（
射
水

市
）、
麻
柄
達
生
（
富
山
市
北
）

○
優
良
賞　

村
山
昭
範
（
富
山

市
八
尾
山
田
）、
駒
井
周
一
郎

（
上
市
町
）、
前
島
文
彰
（
小
矢

部
市
）、舛
谷
専
一
（
富
山
市
南
）

青年部活動について
発表する沖田さん
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ガ
ラ
ス
工
房
体
験
で
は
、
吹
き

ガ
ラ
ス
に
よ
る
マ
イ
グ
ラ
ス
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
児
童
は
少
し

ず
つ
出
来
上
が
っ
て
い
く
グ
ラ
ス

に
目
を
輝
か
せ
、木
工
体
験
で
は
、

金
づ
ち
や
ノ
コ
ギ
リ
の
使
い
方
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
木
製
イ
ス
を
製

作
し
た
。

　

ま
た
、そ
ば
づ
く
り
体
験
で
は
、

地
元
あ
わ
す
の
産
の
そ
ば
粉
か
ら

そ
ば
が
完
成
す
る
ま
で
の
過
程
を

体
験
し
、
最
後
に
出
来
上
が
っ
た

そ
ば
の
試
食
も
行
っ
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
職
人
に

な
っ
た
気
分
で
作
業
を
す
す
め
、

完
成
さ
せ
た
達
成
感
を
味
わ
う
と

と
も
に
「
も
の
づ
く
り
」
に
対
す

る
興
味
を
抱
い
て
い
た
。

　

富
山
市
南
商
工
会（
大
山
支
部
セ
ン
タ
ー
）は
、七
月
三
十
一
日
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
事
業
を
実
施
し
た
。「
ガ
ラ
ス
工
房
体
験
」「
木
工

体
験
」「
そ
ば
づ
く
り
体
験
」
を
行
い
、四
十
六
名
の
児
童
が
参
加
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
事
業
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

■
企
業
名　
㈱
橋
本
テ
ク
ニ
カ
ル
工
業

■
代　
表　
橋
本　
直
幸

■
所
在
地　
富
山
市
婦
中
町
下
瀬

■
業　
種　
金
属
製
品
製
造
業

■
経
営
革
新
計
画
の
テ
ー
マ　

　
「
ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
加
速
装
置
の

製
造
・
販
売
」

【
新
規
性
に
つ
い
て
】

　

同
社
で
は
、
経
営
革
新
を
計
画
す

る
に
あ
た
り
、
金
属
加
工
や
製
造
に

使
わ
れ
る
ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
放
電
加

工
機
の
性
能
を
上
げ
た
い
と
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
研
究
開
発

を
進
め
て
い
く
中
で
、
水
質
改
善
等

に
よ
り
大
幅
に
加
工
速
度
が
向
上
し

た
製
品
「
水
質
か
い
り
ょ
う
君
」
の

開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
加

工
速
度
を
落
と
す
原
因
と
な
る
加
工

水
に
含
ま
れ
る
ス
ラ
ッ
ジ
（
鉄
粉
）

を
除
去
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
実
現
。
社
内
で
の

テ
ス
ト
や
数
社
に
デ
モ
機
貸
出
に
よ

る
調
査
な
ど
を
行
い
、
反
応
も
良
好

で
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
製
品
を
展

示
会
に
出
展
し
た
と
こ
ろ
、
問
い
合

わ
せ
が
あ
る
な
ど
多
く
の
企
業
が
注

目
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
同
社
の
独
自
技
術
に
よ

る
開
発
製
品
と
し
て
積
極
的
な
販
売

活
動
を
展
開
し
、
ま
た
更
な
る
製
品

の
改
良
も
進
め
、
新
た
な
事
業
基
盤

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
販
路
に
つ
い
て
】

　

販
路
の
開
拓
に
つ
い
て
は
、
展
示

会
で
の
Ｐ
Ｒ
等
に
加
え
、
実
働
デ
ー

タ
ー
の
増
加
も
目
的
と
し
た
現
地
で

の
デ
モ
活
動
を
行
い
、
ま
た
テ
ス
ト

機
の
貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
。
特
に
、

ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
加
工
機
ユ
ー
ザ

ー
に
対
し
て
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
、
一
台
分
あ
た
り
の
コ
ス
ト
が
安

く
な
る
複
数
で
の
販
売
も
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。

　

経
営
革
新
計
画
の
認
定
は
、
製
品

（
商
品
）
に
新
規
性
が
あ
る
こ
と
と

そ
の
販
路
に
つ
い
て
明
確
で
説
得
力

の
あ
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。
尚
、
こ
の
案
件
で
五
回

の
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門

家
派
遣
が
あ
り
ま
し
た
。
是
非
、
あ

な
た
の
会
社
も
経
営
革
新
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は

最
寄
り
の
商
工
会
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

経
営
の
お
得
な
お
話
！ 

経
営
支
援
シ
リ
ー
ズ
⑤

本
年
度
の「
経
営
革
新
計
画
認
定
」 

第
一
号
が
決
定
し
ま
し
た
！

「木製イス」作りに取り組む児童たち

地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
を
込
め
て
全
国
一
斉
に
清
掃
活
動
を
実
施

商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念「
青
年
部
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
全
国
大
会
」

　

全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
で

は
、
商
工
会
法
が
施
行
さ
れ
五
十

周
年
の
節
目
を
迎
え
る
契
機
に
、

長
き
に
渡
り
商
工
会
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝

の
意
味
を
込
め
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
全
国
大
会
」
と
称
し
、
全
国
の

商
工
会
青
年
部
員
が
全
国
一
斉
に

清
掃
（
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
）
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
県
内
各
地
の
青

年
部
で
も
全
国
統
一
日
時
の
八
月

二
十
六
日
の
午
後
六
時
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
日
頃

か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
を
込

め
「
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
・
・
・
」
を
合
言
葉
に

清
掃
作
業
に
汗
を
流
し
た
。

清掃作業に汗を流す青年部員
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　県や商工会は、国等の関係機関と連携して、地域資源活用や農商工連携による
中小企業者等の新商品・新サービス開発等を強力にバックアップします。

　事業計画の策定から、商品開発、市場調査、

販路開拓、マッチングパートナーの相談まで、

総合的に支援しますので、お近くの支援機関

にご相談ください。

中小企業者が、とやまならではの地域資源（産地
の技術、農林水産物、観光資源）を活用して行う
新商品・新サービス開発等

地域資源活用への支援 農商工連携への支援

中小企業者と農林漁業者が連携し、双方の経営資
源を有効に活用して行う新商品・新サービス開発
等

中小企業地域資源活用促進法（H19年6月施行）
に基づく認定事業への支援
　・補助金
　　　補助率　2/3
　　　上　限　30,000千円
　　　期　間　最長5年
　・設備投資減税
　・政府系金融機関による低利融資

農商工等連携促進法（H20年7月施行）に基づく
認定事業への支援
　・補助金
　　　補助率　2/3
　　　上　限　30,000千円
　　　期　間　最長5年
　・設備投資減税
　・政府系金融機関による低利融資

　・地域資源ファンド（20億円）による助成
　　　助成率　1/2
　　　上　限　6,000千円
　　　期　間　最長3年

　・県融資制度による支援

　・農商工連携ファンド（30億円）による助成
　　　助成率　1/2
　　　上　限　6,000千円
　　　期　間　最長3年

　
　・県融資制度による支援

・冷凍ます寿し
・防虫・抗菌・消臭機能等を兼ね備えた犬用
衣料

・発汗作用のある水着　等

・高機能ハトムギエキスを加えた新しい健康飲料
「透白美人」
・中山間地の耕作放棄地を利用したネマガリタケ
の栽培とレトルト加工食品

・県産酒米「富の香」を使用した無濾過生原酒
等

㈶富山県新世紀産業機構にて年2回（春・秋）募集（第2回の締切は9/10【金】）

支援
対象

国の
支援

県の
支援

取組み
事例

　お問い合わせ先

■財団法人富山県新世紀産業機構
〒930-0866 富山市高田527 TEL076-444-5605

■富山県商工労働部経営支援課
〒930-8501 富山市新総曲輪1－7 TEL076-444-3249

■県下商工会
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富
山
県（
地
域
別
）最
低
賃
金
が

使
用
者
側
の
反
対
の
ま
ま
、

十
二
円
引
上
げ
で
結
審
。

　

富
山
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
が

八
月
二
十
六
日
開
催
さ
れ
、
使
用

者
側
全
員
が
強
く
反
対
し
た
が
、

十
二
円
の
引
上
げ
で
結
審
し
た
。

　

政
府
の
「
新
成
長
戦
略
」
に
お

け
る
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
つ
い

て
は
目
標
と
し
て
『
二
〇
二
〇
年

ま
で
の
平
均
で
、
名
目
三
％
、
実

質
二
％
を
上
回
る
成
長
』
を
前
提

と
し
て
『
で
き
る
限
り
早
期
に
全

国
最
低
八
〇
〇
円
を
確
保
し
、
景

気
状
況
に
配
慮
し
つ
つ
、
全
国
平

均
一
〇
〇
〇
円
を
目
指
す
』
と
し

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
景
気

状
況
は
無
視
さ
れ
、
八
〇
〇
円
に

近
づ
け
る
だ
け
の
理
由
で
、
中
央

で
も
使
用
者
側
反
対
の
ま
ま
地
方

の
引
上
げ
目
安
額
を
十
円
と
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
た
富
山
県
（
地
域

別
）
最
低
賃
金
審
議
会
で
も
、
景

気
が
厳
し
い
中
、
使
用
者
側
が
中

央
の
目
安
額
で
歩
み
寄
る
も
、
公

益
・
労
働
側
委
員
全
員
の
賛
成
に

よ
り
、
十
二
円
で
結
審
し
た
。

～創業への不安と
　悩みを解消します！～創業塾

カリキュラム

創業塾
創業を予定している方や創業して間もない事業者
等を対象に、ビジネスプランの作成方法や創業に必

要な基礎知識等を学び、創業に向け事業構想を具体化させるた
めのものです。

南砺市商工会本部
　　　　　  （南砺市福光7336-4 TEL 0763-52-2038）
　　　　　  または最寄りの南砺市商工会各事務所

福野商工会館（南砺市やかた324）　他

お問合せ申込先

場　所

15名募集定員

対象・内容

創業への第一歩！
創業経営者としての心構えと自身の棚卸
こんな創業のスタイルもある！
それぞれの創業開業

創業時の資金調達方法

ケーススタディ 創業の成功と失敗～勝利の法則～
私の創業体験
創業前に知っておきたい
税務知識と経理の話
創業実例
～最先端のITを駆使した販売促進手法
経営実例
～アイデア一つで儲ける仕組みは無限大～
誰が見ても分かりやすい
ビジネスプランの立て方と作成のポイント

実践！ビジネスプラン作成

10/9第
１
講 9：30～12：30

土

10/9第
２
講 13：30～16：00

土

10/13第
３
講 19：00～21：30

水

10/16第
４・５
講 10：00～16：30

土

10/20第
６
講 19：00～21：30

水

10/23第
７・８
講 9：30～16：00

土

10/27第
９
講 19：00～21：30

水

10/30第
10
講 9：30～12：00

土

10/30第
11
講 13：00～16：00

土

創業塾

創業にあたって

創業塾
これから創業をめざす方、創業後間もない方などを対
象に、創業までの流れやビジネスプランの作成等経営

に必要な基礎知識、実践ノウハウをわかりやすく学んでいただきます。

射水市商工会　経営支援課
（射水市戸破4229　TEL 0766-55-0072）
または最寄りの射水市商工会各支所

射水市商工会館

お問合せ先

場　所 20名募集定員

対象・内容

創業塾創業塾

第１回

9：30～12：00

ビジネスプラン１13:00～14:30

財務、税務の基礎知識14:30～17:00

創業時の資金調達9:30～10:30

集客と販路10:30～12:00

ビジネスプラン２13:00～15:00

個別相談会15:00～16:00

10/30 土 第2回 11/14 日

カリキュラム

あなたの経験をネットショップに活かす
ネットショップ作成の基本

ネットショップネットショップ～創業への不安と
　悩みを解消します！～

ネットショップで成功するためのポイントを３日間に
集約。ネットショップで開業を目指す方や開業したが

売上が伸びずに悩んでいる方など、奮ってのご参加をお勧めします。

小矢部支所（小矢部市八和町5-15  TEL 0766-67-0756）
津　沢支所（小矢部市津沢345  　 TEL 0766-61-2356）

小矢部市「おやべクロスランドホテル」

お問合せ先

場　所 15名募集定員

内 容 等

第１日目
13:00～17:00
10/2 土

ネットショップを作ろう第2日目
13:00～17:00
10/9 土

ネットショップを成功させる秘訣を知ろう
ネットショップの設計図をつくろう

第3日目
13:00～17:00
10/16 土

小矢部市商工会

カリキュラム

六
七
九
円
か
ら

　
六
九
一
円
に
！
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ふれあい青空市「やまだの案山子」

五箇山和紙まつり

なりひら風の市

風の盆ステージ

坂のまちアートｉｎやつお

大山ふれあい開運祭り

第７回獅子舞・ヨサコイ・民謡競演会

大門曳山まつり

とやまルシェ ぎゅぎゅっと詰まった とやまの宝市

まつりんぴっく２０１０

どーんと利賀の山祭り

丘の夢牧場ふれあいフェア２０１０

市姫さんど

ビック庄川なんでも市

第５回 なんと！いい百縁商店街

１０月 土曜・日曜・祝日

１０／２（土）～３（日）

１０／９（土）

１０／９（土）・２３（土）

１０／９（土）～１１（祝）

１０／９（土）

１０／１０（日）

１０／１０（日）

１０／１７（日）

１０／２３（土）

１０／２３（土）～２４（日）

１０／２４（日）

１０／２４（日）

１０／２４（日）

１０／３０（土）

ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会

道の駅たいら「五箇山和紙の里」

なりひら風の市実行委員会

越中八尾観光協会

坂のまちアートｉｎやつお実行委員会

富山市南商工会大山支部

獅子舞競演会実行委員会

（社）射水市観光協会

富山商工会議所

入善町商工会

利賀山祭り実行委員会

丘の夢牧場ふれあいフェア実行委員会

上市町商工会

庄川町商工会

南砺市商工会福光事務所

076-457-2333

0763-66-2403

076-455-3181

076-454-5138

076-455-1184

076-483-1420

076-465-2116

0766-84-4649

076-423-1112

0765-72-0163

0763-68-2111

076-469-2497

076-472-0716

0763-82-1155

0763-52-2038

イベント名 開 催 日 お問合せ先

10月月各地の

平成22年10月1日　国勢調査を実施します！
本年の10月１日、国勢調査を全国いっせいに実施します。
国勢調査は、５年に１度、我が国に住んでいるすべての人を対象とする
大切な調査です。
皆さまのご理解をよろしくお願いいたします！

未来への はじめの一歩は 国勢調査

平成22年度後期技能検定のお知らせ
平成22年度の後期技能検定は、次の職種などについて実
施されます。皆さんが日頃技能の練磨に努力された結果を
計る絶好の機会です。あなたもチャレンジしてみませんか。

◎検定職種
＜特級　２２職種＞
鋳造、金属熱処理、機械加工、放電加工、金型製作、金属
プレス加工、工場板金、機械検査など

＜１級・２級・単一等級　４５職種・５９作業＞
さく井、金属溶解、鍛造、金型製作、工場板金、機械検査、
電子回路接続、電気機器組立てなど

＜３級　１２職種・１５作業＞
機械検査、電気機器組立て、冷凍空気調和機器施工、和
裁、プラスチック成形、建築大工、配管など

◎受検申請書の受付
　９月２７日（月）から１０月８日（金）まで

◎お問い合わせ先
　富山県職業能力開発協会　☎０７６－４３２－９８８７

㈶産業雇用安定センターでは、ハローワーク等との連携
により、企業間の人材の出向や移籍等に関する相談・斡
旋・登録を無料で行っています。
○活用事例
・事業の拡大、体制強化等により必要な人材を採用したいとき
・何らかの事情で人員整理せざるを得ず、従業員の再
就職について心配なとき
・出向経験による社員のスキルアップおよび出向先と
の関係強化を行いたいとき

○活用メリット
・センターの職員が『マン・ツー・マン』で登録から
成立まで、きめ細やかな対応をします。
・ハローワークの情報に加え、センター独自の情報の
提供を行います。
・全国組織のため他府県への求人求職にも対応します。

【お問い合わせ】　㈶産業雇用安定センター 富山事務所
　　　　　　　　TEL 076－442－6900

無料で出向や移籍の相談・斡旋などを実施

をご活用下さい
「財団法人 産業雇用安定センター」「財団法人 産業雇用安定センター」


